











































































Cultural Nationalism in Colonial Korea, 1920-1925
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本邦訳は、Michael Edson Robinson, Cultural Nationalism 
in Colonial Korea, 1920-1925, University of Washington 
Press, 1988の結論部分を翻訳したものである。我々
三人は日本支配下の朝鮮独立運動の状況を知るため、
本書を週に一度輪読しつつ、朝鮮における日本支配
の現実を議論してきたが、その結果の一部を本学紀
要に掲載してもらうことにした。なおこの輪読会に
は、本学卒業生の鬼木順子氏も参加された。邦訳を
作られたのは、主として李慶姫氏と徳間一芽氏であ
り、赤阪は、二人の訳を調整し用語を統一しただけ
であることを断っておく。
　290頁右欄の下から12行目の年号は原文では1920
年となっているが、文旨からすれば1910年であろう
と思われるので、著者に断わりなく訂正した。
